
平成24年度市内被災・避難者向けサービス・事業

No サービス名 担当部課
平成24年度
利用実績

備考

1 市議会だよりの宅配サービス 議会事務局 不明 平成25年度も引き続き行いたい

2 市報宅配サービス
企画財政部
秘書広報課

不明

平成25年度も継続して行う。
なお、希望者に対しては全戸配布を行っ
ており、被災・避難者か否かは問わな
い。

3
住民票の写し等（住民票、戸籍全
部事項証明、印鑑登録・証明、住
基カード等）の交付

市民部
市民課

51件
全庁的な議論を実施した上で、被災者
支援の一環となるのであれば、引き続き
行っても良いと考える。

4 税関係証明書（課税証明）の交付
市民部
課税課

4件 同上

5 税関係証明（納税証明）の交付
市民部
納税課

0件 同上

6 ハミングホール主催事業の鑑賞
子ども生活部
市民生活課

0件、0人
（対象事業数に関し
ては確認中）

実施できる事業があれば、被災者向け
広報誌に掲載し、実施したい。

7 ちょこバスの無料利用
都市建設部
都市計画課

173人
（平成24年4月1日か
ら平成25年2月25日
までの延べ人数）

ふれあいやまとカードが継続されれば、
実施可能である。

8 粗大ごみの排出
環境部

ごみ対策課
0件 平成25年度も引き続き行いたい

9 就学援助費の支給 1件

本事業は国から補助金の交付を受けて
おり、補助金は平成25年度も継続する
見込みであるため、対象者がいれば引
き続き実施したい

10 ランドセル等の提供 不明
要望があり、学校でも対応可能であれば
実施したい

11 狭山緑地の案内 0名

12 郷土博物館プラネタリウム鑑賞
21名（大人15名、子
ども4名、幼児2名）

13 市民体育館の利用 0名

14 市民プールの利用 0名

15 図書館の利用 不明 平成25年度も引き続き行いたい

16 地元新聞（福島民報）の提供 不明

平成25年度も引き続き行いたい
館内閲覧にはふれあいやまとカードは
不要だが、貸し出しカード作成には提示
が必要

学校教育部
学校教育課

社会教育部
社会教育課

社会教育部
中央図書館


